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はじめに
平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
このたび、当社の業務および財産の状況、事業の概況、財務の状況などをご説明するためにディスクロー
ジャー誌「あすか少額短期保険の現状2025」を作成いたしました。
本誌が当社をご理解していただくうえで、皆様のお役に立てれば幸いに存じます。
今後も、お客様のご意見・ご要望を取り入れることで、質の高い商品および利便性の高いサービスの提供に
取り組んでまいります。
今後とも一層のご支援ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

2025年7月
あすか少額短期保険株式会社
代表取締役社長　尾池 靖

会社概要

商　　　号 あすか少額短期保険株式会社

代表取締役社長 尾池 靖

事 業 内 容 少額短期保険業

設　　　立 2006年９月29日

資　本　金 10億円

本社所在地
〒165-0026　東京都中野区新井1-8-8
TEL. 03-6687-3583　FAX. 03-6687-2454

沿革

2006年（平成18年） ９月

2008年（平成20年） ３月

〃

４月

レオパレス損保プランニング株式会社設立

2009年（平成21年） １月 法人用賃貸住宅総合保険の販売開始

2010年（平成22年） 12月 個人向け新商品「入居者あんしん保険」の販売開始

2012年（平成24年） 7月 本社事務所移転

2013年（平成25年） 10月 あすか少額短期保険株式会社に商号変更

2014年（平成26年） 11月 ワイド版（被保険者死亡による復旧費用保険金補償特約付）の販売開始

2015年（平成27年） １2月 プレミア版（ストーカー対策費用保険金補償特約付）の販売開始

2017年（平成29年） 2月 新・入居者あんしん保険プレミアＬ（補償拡大特約付）の販売開始

2019年（令和　元年） １2月 新規個人保険契約締結時の「ネット申込」の開始

2020年（令和　2年） １月 法人用賃貸住宅総合保険ワイドLの販売開始

2021年（令和　3年） １0月 新・入居者あんしん保険スーパープレミアＬの販売開始

2022年（令和　4年） 2月 ジェイリース株式会社と業務提携

2025年（令和　7年） 1月 新規法人保険契約時の「あすか法人マイページ」の開始

少額短期保険業者登録［関東財務局長（少額短期保険）第26号］

レオパレス少額短期保険株式会社に商号変更

入居者家財総合保険（入居者サポート保険）販売開始

（2025年 7月現在）



企業理念体系
Corporate Philosophy System

Mission
新しい価値の創造と

笑顔あふれる暮らしの想造

Vision

Core Value

Credo（行動指針）

" 住 " 自在に、人・企業・地域をつなぎ、
あらゆる人の人生を輝かせる

「ひとり暮らし」の未来をデザインする

誰かの指示を待たない。
私たちは、自ら考え、自ら動く。

1

ただ「こなす」を仕事にしない。
私たちは、ワクワクしながら目指す姿を追い求める。

2

会社目線に陥らない。
私たちは、徹底的に顧客に向き合い、課題を解決しつづける。3

社内の常識にとらわれない。
私たちは、社会や市場の変化を捉え、自らを進化させつづける。4

情報の宝を眠らせない。
私たちは、関わるあらゆる人、社会のために、情報を最大限活用する。5

「やりっぱなし」にしない。
私たちは、行動の結果を評価し、改善しつづける。6

会社は一つのチーム。
私たちは、互いに、立場を尊重し合い、感謝し合い、協力し合い、高め合う。7

公明正大。
私たちは、胸を張り、堂々と正しいことを行う。
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（1）経営の組織

（2）株式の状況

株主総会

取締役会

経営会議

監査役会

コンプライアンス委員会

リスク管理委員会

人事委員会

代表取締役

保険計理人

経営管理部 業務部 営業推進部 損害サービス部インフラ管理部 システム部

業務監査室

総合企画室

株式数

発行可能株式総数………………………… 40,000株
発行済株式の総数………………………… 10,000株

株主数………………………………………… １名

株　　主　　名

株式会社レオパレス21

所有株式数

10,000株

持株比率

100％

1 概況及び組織に関する事項概況及び組織に関する事項
（2025年 7月 1日現在）
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（3）役員の状況

2 主要な業務の内容主要な業務の内容

当社は、少額短期保険業者として次の商品を取扱っています。

◆新・入居者あんしん保険スーパープレミア L　　◆法人用賃貸住宅総合保険ワイド L

1 概況及び組織に関する事項概況及び組織に関する事項

他の法人等の重要な兼職の状況

株式会社レオパレス21　賃貸業務部

株式会社レオパレス21監査部
株式会社アズ・ライフケア監査役
弁護士
株式会社オフィス中川代表取締役社長
スパークス・グループ株式会社社外取締役

氏　名

尾　池　　　靖
高　橋　久　晴
柳   鶴   直　仁
青　木　智　子

松　田　尚　士

坂　東　司　朗

中　川　俊　彦

地位及び担当

代表取締役社長
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役

監 査 役

監 査 役

監 査 役

（注）監査役のうち、坂東司朗氏、中川俊彦氏は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。

火災をはじめとする様々な偶然な事故により、家具や電化製品などに生じた損害を補償する「損害
保険金」。損害保険金が支払われる場合において、臨時に生ずる費用や残存物の取片づけ費用等
をお支払いする「費用保険金」。そして、第三者や家主さんに対して、法律上の損害賠償責任を負担
した場合に保険金をお支払いする「入居者賠償責任保険金」。 
これらすべての補償がセットになっているので安心です。

○ 大切な家財を補償します（付随する費用もお支払いします） 
○ 借用住宅に生じた特定の修理費用をお支払いします 
○ 第三者・貸主への賠償金を補償します

（2025年 7月 1日現在）
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3 主要な業務に関する事項主要な業務に関する事項

（1）直近の事業年度（2024年度）における業務の概況

本年度の契約件数は、194,074件（前期比△9.2%）となり、収入保険料は、3,100,948千円
（前期比△8.8％）となりました。また、全担保種目の95%を比例再保険に出再していることから再
保険収入は2,818,572千円となり、支払備金戻入額は5,763千円、責任準備金戻入額は41,389
千円となりました。 

これにより経常収益は5,968,361千円(前期比542,016千円減少)となりました。 

保険金等支払金は、保険金等が355,411千円（前期比92,326千円減少）、解約返戻金が
813,058千円（前期比29,613千円減少）、比例再保険に出再したことから再保険料が
2,925,365千円（前期比296,696千円減少)となり、4,102,655千円（前期比418,498千円減
少)となりました。また、営業費用及び一般管理費は、1,692,936千円(前年比119,966円減少)と
なりました。 

これにより経常費用は5,795,591千円(前期比538,464千円減少)となりました。 

以上の結果、当事業年度における当期純利益は127,016千円(前期比6,130千円減少)となり
ました。 

（2） 直近の３事業年度における主要な業務の状況を示す指標

( 単位：千円 )

正味収入保険料
経常収益
経常利益
当期純利益（△損失）
資本金
発行済株式総数
純資産額
保険業法上の純資産額※
総資産額
責任準備金残高
有価証券残高
保険金等の支払能力の充実の状況
を示す比率
（ソルベンシー・マージン比率）
配当性向
従業員数

2024年度

112,804
5,968,361
172,770
127,016
1,000,000
10,000株
1,280,421
1,939,044
2,988,860
1,339,595
300,477

4,185.1%

94.5%
25名

136,244
6,510,377
176,320
133,147
1,000,000
10,000株
1,273,404
1,932,027
3,096,272
1,380,984
300,629

3,867.9%

90.1%
25名

127,717
6,632,082
78,122
15,070

1,000,000
10,000株
1,200,256
1,858,879
3,067,211
1,406,421
300,782

3,165.1%

398.1%
26名

2023年度2022年度

※保険業法上の純資産額とは、保険業法施行規則第 211条の 8 第1項の規定に基づき、貸借対照表の
純資産の部の金額に「異常危険準備金」および「価格変動準備金」の額を加えたものです。
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（3）直近の２事業年度における業務の状況を示す指標

① 主要な業務の状況を示す指標

(a) 正味収入保険料 ( 単位：千円 )

( 注 ) 正味収入保険料＝元受正味保険料－出再正味保険料

(b) 元受正味保険料 ( 単位：千円 )

( 注 ) 元受正味保険料＝元受保険料－（元受解約返戻金＋元受その他返戻金）

(d) 保険引受利益 ( 単位：千円 )

( 注 ) 保険引受利益＝保険引受収益－保険引受費用

(e) 正味支払保険金 ( 単位：千円 )

( 注 ) 正味支払保険金＝元受正味保険金－回収再保険金

3 主要な業務に関する事項主要な業務に関する事項

火災・家財保険

2023年度

783,632

2024年度

774,478

(c) 支払再保険料 ( 単位：千円 )

(f) 元受正味保険金 ( 単位：千円 )

( 単位：千円 )

( 注 ) 1. 元受正味保険金＝元受保険金－元受保険金戻入
 2. 元受保険金戻入はありません。

(注 ) 再保険契約において、出再先保険会社から受け取った再保険金

(g) 回収再保険金

火災・家財保険

2023年度

136,244

2024年度

112,804

火災・家財保険

2023年度

2,548,471

2024年度

2,279,070

火災・家財保険

2023年度

3,222,062

2024年度

2,925,365

火災・家財保険

2023年度

41,793

2024年度

20,556

火災・家財保険

2023年度

405,943

2024年度

334,854

火災・家財保険

2023年度

447,737

2024年度

355,411
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該当ありません。

(a) 契約者配当金の額

② 保険契約に関する指標

(b) 正味損害率及び正味事業費率並びにその合算率

( 注 )  1. 正味損害率＝正味支払保険金／正味収入保険料×100
 2. 正味事業費率＝正味事業費／正味収入保険料×100
 3. 合算率＝正味損害率＋正味事業費率

(c) 出再控除前の発生損害率及び既経過保険料での事業費率並びにその合算率

( 注 ) 1. 発生損害率＝（出再控除前の損害発生額＋損害調査費）／出再控除前の既経過保険料×100
 2. 事業費率＝事業費／出再控除前の既経過保険料×100
 3. 合算率＝発生損害率＋事業費率

3 主要な業務に関する事項主要な業務に関する事項

(d) 出再を受けた保険会社等の数と支払再保険料の上位５社の割合

(e) 出再を受けた保険会社等の格付け区分ごとの支払再保険料の割合

(f) 未収再保険金の額

( 注 ) 格付け区分は、Ｓ＆Ｐ社、AM Bestの各年４月１日現在を使用しています。

火災・家財保険

2023 年度

正味事業費率 合算率正味損害率

2024 年度

正味事業費率 合算率正味損害率

18.2% △28.1% △9.9%30.7% △35.6% △4.9%

火災・家財保険

2023 年度

事業費率 合算率発生損害率

2024年度

事業費率 合算率発生損害率

14.8% 67.5% 82.3%17.5% 68.4% 85.9%

2023年度

ＡA+   10%
 Ａ+   10%
   Ａ -  53.5%
   Ａ　 26.5%

2024年度

ＡA+   8%
  Ａ+   7%
   Ａ -  46%
   Ａ　 39%

10社  67%

2023 年度

11社  63%

2024年度

( 単位：千円 )

火災・家財保険

2023 年度

85,774

2024 年度

88,233



(c) 利益準備金及び任意積立金の区分ごとの残高

(d) 損害率の上昇に対する経常利益又は経常損失の変動

【発生損害率が１％上昇した場合】

(b) 責任準備金 ( 単位：千円 )

3 主要な業務に関する事項主要な業務に関する事項

( 単位：千円 )

④ 資産運用に関する指標

(a) 資産運用の状況 ( 単位：千円 )

(b) 利息配当収入の額及びその他、合計を除く区分ごとの運用利回り

現預金
金銭信託
有価証券
運用資産計
総資産

構成比金　額 構成比金　額

2023年度

2,070,680
―

300,629
2,371,310
3,096,272

66.9%
―

9.7%
76.6%
100.0%

2024年度

1,973,654
―

300,477
2,274,132
2,988,860

66.0%
―

10.1%
76.1%
100.0%

6

( 単位：千円 )

( 単位：千円 )

火災・家財保険

2023年度

1,380,984

2024年度

1,339,595

利益準備金

2023年度

135,000

2024年度

147,000

26,489 25,078経常利益の減少（正味既経過保険料×１％）

2024年度2023年度

現預金
金銭信託
有価証券
小計
その他
合計

2023年度

利回り金　額

2024年度

利回り金　額

1,272
－

415
1,688

－
1,688

0.06%
－

0.14%
0.07%

－
0.07%

26
－

415
441
－

441

0.00%
－

0.14%
0.02%

－
0.02%

③ 経理に関する指標

(a) 支払備金 ( 単位：千円 )

火災・家財保険

2023 年度

16,145

2024 年度

10,382
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(c) 保有有価証券の種類別の残高及び合計に対する構成比 ( 単位：千円 )

国債
地方債
政府保証債
有価証券
合計

2023年度

構成比金　額

2024年度

構成比金　額

300,477
－
－
－

300,477

100.0％
－
－
－

100.0％

300,629
－
－
－

300,629

100.0％
－
－
－

100.0％

3 主要な業務に関する事項主要な業務に関する事項

(d) 保有有価証券利回り ( 単位：千円 )

(e) 国債の残存期間別残高 ( 単位：千円 )

国債
地方債
政府保証債
有価証券
合計

2023年度

利回り金　額

2024年度

利回り金　額

300,477
－
－
－

300,477

0.14%
－
－
－

0.14%

300,629
－
－
－

300,629

0.14%
－
－
－

0.14%

１年未満
１年以上 ２年未満
２年以上 ３年未満
３年以上 ４年未満
４年以上 ５年未満
５年以上
合計

2023年度

構成比金　額

－
100,035

－
－

200,594
－

300,629

－
33.3%

－
－

66.7%
－

100.0%

2024年度

構成比金　額

100,015
－
－

200,462
－
－

300,477

33.3%
－
－

66.7%
－
－

100.0%

（4）責任準備金の残高

( 単位：千円 )

火災・家財保険

普通責任
準 備 金

680,971

異常危険
準 備 金

658,623

契約者配当
準備金等

－

合　計

1,339,595
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4 運営に関する事項運営に関する事項

（1） リスク管理の体制

① リスク管理方針

●当社は、企業価値の向上を図るため、リスク管理により、円滑な企業活動を阻害す
るリスクを排除するとともに、収益獲得のための過度なリスクテイクの抑制等を
行い、経営の安全性を確保することでお客様に対する業務品質の向上および収益
性向上を図ります。

●取締役会は、自らがリスク管理に積極的に関与することを通じてリスク管理重
視・コンプライアンス重視の企業風土の確立と当社の社内各層全役職員への定
着に努めます。

●当社は、経営戦略の構築およびこれに沿った重要な新規業務・新規施策の展開、
新商品の開発においては、その遂行を阻害するリスク・潜在するリスクの認識に
努め、当該リスクへの対応策を十分に検討したうえで決定・実行します。

●当社は、あらゆる業務活動に潜在するリスクを事前に認識し、リスク発現の未然
防止を図るために、リスク発現につながる事象の察知および業務プロセスの適切
性の確認を行い、有効な対応策の実施に努めます。

●取締役会は、リスクおよびリスク管理の状況を把握し、有効な改善を図るため、定
期的にリスク管理部門に対し報告を求め、リスク管理方針・リスク管理規程の遵
守状況およびリスク管理体制の適切性・有効性について確認を行い、適切な改善
指示を行います。

② リスク管理体制 取締役会

リスク管理委員会

リスク統括部門

リスク管理部門

業

務

部

営

業

推

進

部

イ
ン
フ
ラ
管
理
部

シ

ス

テ

ム

部

総

合

企

画

室

損
害
サ
ー
ビ
ス
部

業

務

監

査

室

経営管理部
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4 運営に関する事項運営に関する事項

（a）リスク管理委員会
リスク管理上の重要課題や個別重要戦略への取組状況、リスク改善状況等について、
必要な対策を審議し、改善指示を行います。

（b）リスク統括部門
リスク管理上の課題を明確にし、統合リスク管理の運営に努めます。

（c）リスク管理部門
所管するリスクの管理プロセスの開発・維持・改善を行うとともに、自らリスク管理
を行います。

③ 再保険について

当社は、経営の健全性と業績の安定性を高めるため、保有契約について比例再保険を開始しており
ます。再保険会社の選定にあたっては、「再保険規程」に基づき、リスク分散の観点から格付け、信頼
性等を勘案し決定しております。

出再保険会社の名称

タイピン・リインシュアランス

キャセイ・センチュリー・インシュアランス

Arundo Re

トランスアトランティック再保険

VIG Re

PICC 再保険

バンコク・インシュアランス

アジア・インシュアランス

CMB ウィング・ラン保険

コリアン再保険

再保険契約の対象には、集積リスクである大規模な台風等の自然災害リスクも含まれているため、
これらにつきましても当社純資産に比して十分に低いものとなるよう一定割合を再保険に付してい
ます。
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３．企業情報の開示
○透明性の高い企業活動を目指し、適切な企業情報の開示を行います。

４．反社会的勢力との関係遮断
○社会の秩序と安全に脅威となる反社会的な勢力に対しては毅然とした態度で臨みます。

５．全役職員の責務
○コンプライアンス遵守を全役職員としての基本的な責務として、誠実かつ公正な業務の遂
行に努めます。

○コンプライアンスプログラムを策定するとともに、推進状況のチェックを行います。
○コンプライアンス関係事件の検証及び再発防止策の審議を行います。

取締役会

コンプライアンス委員会

◆コンプライアンス委員会

4 運営に関する事項運営に関する事項

２．お客様満足の追求
○常にお客様一人ひとりの声を大切にし、公正・誠実に対応し品質の高いサービスを提供し
ます。

（2） 法令遵守の体制

１．法令・社会規範・社内規程の遵守
○健全な保険事業発展に寄与することを目的として法令や社会のルールを遵守し、社会的規
範・社内規程に沿った行動を実践します。

○代理店、募集人に対し法令遵守に重点を置き、指導を徹底し資質の向上に努めます。

業

務

部

営
業
推
進
部

イ
ン
フ
ラ
管
理
部

シ
ス
テ
ム
部

総
合
企
画
室

損
害
サ
ー
ビ
ス
部

業
務
監
査
室

経
営
管
理
部
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4 運営に関する事項運営に関する事項

（4） お客様対応

　当社の商品やサービスに対するご不満等についてお話し合いによる解決ができない場合は、
保険業法に基づく「指定紛争解決機関」（指定ＡＤＲ機関）である日本少額短期保険協会の「少
額短期ほけん相談室」をご利用いただくことができます。

2. お客様にとって最適な商品・サービスの提供
・当社は、社会の要請やお客様のニーズを的確に把握し、お客様が真に求める商品・サービスの開
発に努めてまいります。
・当社は、保険金等のお支払いを正確、迅速かつ簡素な手続きで遂行してまいります。

3. お客様にとって分りやすい情報の提供
・当社は、お客様が商品・サービスの内容を知らなかったために不利益を被ることがないよう、お
客様に特にご注意いただきたい事項をまとめた、「重要事項説明書」「注意喚起情報」などを用
いて、分りやすい情報の提供に努めてまいります。

4. お客様本位の業務運営を定着させるための取組み
・当社は、従業員および代理店に対し保険業法および関連法令等の研修を実施し、お客様満足度
の維持・向上に努めてまいります。

5. 利益相反の適切な管理と保険募集管理態勢の構築
・当社は、お客様の利益が不当に害されることがないよう、お客様の意向を的確に把握し、意向に
沿った商品が提案されるよう適切な保険募集管理態勢を構築してまいります。

6. 取組状況の確認等
・当社は、この方針に係る取組状況を確認し、その結果について定期的に公表してまいります。
・当社は、社会情勢や経営環境の変化等を踏まえ、よりよい業務運営を実現するため、この方針を
定期的に見直してまいります。

少額短期ほけん相談室（指定紛争解決機関）
電話番号／0120-821-144（フリーダイヤル）
受付時間／9:00～ 12:00、13:00～ 17:00
受 付 日／月曜日から金曜日（祝日および年末年始を除く）

1. お客様本位の業務運営の実践
・当社は、お客様から寄せられたご意見、ご要望、ご不満等を「お客様の声」として真摯に受けと
め、社内で共有し業務運営に反映させてまいります。

（3） お客様本位の業務運営方針

　あすか少額短期保険株式会社 ( 以下、「当社」といいます。) は、「お客様の尊重」、「社会か
らの信頼の確立」を企業活動の原点としております。今般、お客様本位の業務運営をより一層
推進していくために、以下の方針を定め、方針に基づいた具体的な取組みを全うしてまいります。



12

5 直近の２事業年度における財産の状況に
関する事項
直近の２事業年度における財産の状況に
関する事項

（1）計算書類

( 単位：千円 )

当社は、保険業法第272条の17において準用する法第111条第１項の規定により
公衆の縦覧に供する書類のうち、2024年度の貸借対照表、損益計算書及び株主資本
等変動計算書について、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、EY新日本有
限責任監査法人による監査を受け、監査報告書を受領しています。

① 貸借対照表（2025年３月31日現在）

科　　　目

      （資産の部）
現金及び預貯金
預貯金
有価証券
国債
有形固定資産
建物附属設備
工具器具備品
無形固定資産
ソフトウェア
ソフトウェア仮勘定
代理店貸
外国再保険貸
その他資産
前払費用
その他の資産

繰延税金資産
供託金
資産の部合計

　   （負債の部）
保険契約準備金
支払備金
責任準備金
外国再保険借
その他負債
未払法人税等
未払金
仮受金
その他の負債
退職給付引当金
負債の部合計
　（純資産の部）
資本金
　利益剰余金
利益準備金
その他利益剰余金
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

科　　　目

1,973,654
1,973,654
300,477
300,477
5,149
1,489
3,660

197,899
193,873
4,026

199,718
88,233
4,269
3,468
800

18,936
200,520
2,988,860

1,349,977
10,382

1,339,595
177,215
152,034
15,542
135,295

ー
1,197
29,210

1,708,438

1,000,000
280,421
147,000
133,421
1,280,421
2,988,860

当事業年度
2025年
３月31日

当事業年度
2025年
３月31日

2,070,680
2,070,680
300,629
300,629
6,694
1,646
5,048

174,332
164,696
9,636

227,518
96,280
2,816
2,639
177

16,665
200,652
3,096,272

1,397,130
16,145

1,380,984
225,857
173,756
7,262

136,119
28,847
1,526
26,123

1,822,867

1,000,000
273,404
135,000
138,404
1,273,404
3,096,272

前事業年度
2024年
３月31日

前事業年度
2024年
３月31日
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② 損益計算書
( 単位：千円 )

5 直近の２事業年度における財産の状況に関する事項直近の２事業年度における財産の状況に関する事項

経常収益
保険料等収入
保険料
　再保険収入
　　回収再保険金
　　再保険手数料
　　再保険返戻金
支払備金戻入額
責任準備金戻入額
資産運用収益
利息及び配当金収入

経常費用
保険金等支払金
保険金等
解約返戻金
その他返戻金
再保険料
責任準備金等繰入額
支払備金繰入額
責任準備金繰入額
事業費
経常利益
特別利益
特別損失
税引前当期純利益
法人税及び住民税
法人税等調整額
法人税等合計 
当期純利益

前事業年度
自　2023年４月　１日
至　2024年３月31日

科　目
当事業年度

自　2024年４月　１日
至　2025年３月31日

6,510,377
6,477,011
3,399,825
3,077,186
405,943
1,861,407
809,835
7,486
25,436
441
441

6,334,056
4,521,153
447,737
842,671
8,682

3,222,062
―
―
―

1,812,902
176,320

625
―

176,946
47,915
△4,116
43,798
133,147

5,968,361
5,919,520
3,100,948
2,818,572
334,854
1,724,616
759,100
5,763
41,389
1,688
1,688

5,795,591
4,102,655
355,411
813,058
8,819

2,925,365
―
―
―

1,692,936
172,770
1,001
4,483

169,287
44,541
△2,270
42,271
127,016
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③ 株主資本等変動計算書

直近の２事業年度における財産の状況に関する事項

（a） 前事業年度（自　2023年４月１日　　至　2024年３月31日） 

（単位：千円）

（b） 当事業年度（自　2024年４月１日　　至　2025年３月31日）

当期首残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
当期変動額合計
当期末残高

株主資本

利益剰余金
株主資本
合計

純資産合計
資本金 利益

準備金
利益剰余金
合計

1,000,000

－
－
－

1,000,000

135,000

12,000
－

12,000
147,000

1,273,404

△120,000
127,016
7,016

1,280,421

273,404

△120,000
127,016
7,016

280,421

138,404

△132,000
127,016
△4,983
133,421

1,273,404

△120,000
127,016
7,016

1,280,421

5 直近の２事業年度における財産の状況に関する事項直近の２事業年度における財産の状況に関する事項

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

（単位：千円）

当期首残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
当期変動額合計
当期末残高

株主資本

利益剰余金
株主資本
合計

純資産合計
資本金 利益

準備金
利益剰余金
合計

1,000,000

－
－
－

1,000,000

129,000

6,000
－

6,000
135,000

1,200,256

△60,000
133,147
73,147

1,273,404

200,256

△60,000
133,147
73,147
273,404

71,256

△66,000
133,147
67,147
138,404

1,200,256

△60,000
133,147
73,147

1,273,404

その他利益剰余金

繰越利益剰余金
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④ キャッシュ・フロー計算書
( 単位：千円 )

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー
保険料の収入
保険金等支払による支出
解約返戻金等支払による支出
事業費の支出

利息及び配当金の受取額
法人税等の支払額
営業活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出
固定資産の取得による支出
投資活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額
財務活動によるキャッシュフロー

　　　　　　　　小　計

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加（減少）額
Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高
Ⅵ 現金及び現金同等物の期末残高

前事業年度
自　2023年 ４月　１日
至　2024年 ３月31日

科　目
当事業年度

自　2024年 ４月　１日
至　2025年 ３月31日

3,607,675
△311,015
△835,333
△2,319,830

141,496
1,347

△36,660
106,183

ー
△83,209
△83,209

△120,000
△120,000

△97,026
　　　　2,070,680

1,973,654

3,846,218
△370,365
△864,266
△2,372,231
239,354

824
△85,353
154,824

ー
△46,827
△46,827

△60,000
△60,000

47,997
　　　　2,022,682

2,070,680

5 直近の２事業年度における財産の状況に関する事項直近の２事業年度における財産の状況に関する事項

1. 重要な会計方針に係る事項に関する注記

（1） 有価証券の評価基準及び評価方法
 満期保有目的の債券 ………… 償却原価法（定額法）

（2） 固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産 ………………… 定率法
  ただし、建物附属設備については定額法
なお、主な耐用年数は以下の通りです。
　 　建物附属設備 8～25 年
　 　工具器具備品 3 ～15 年

【注記事項】

　満期保有目的の債券 ……………
　満期保有目的の債券 ……………



16

（3） 引当金の計上基準
　 退職給付引当金
退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の
見込額に基づき計上しております。

　 なお、退職給付引当金及び退職給付費用算定の計算については、期末の退職給付の係る自己
都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

（4）その他計算書類作成のための基本となる事項
　 消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。

2．会計上の見積りに関する注記

会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事業年
度に係る計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。
　繰延税金資産 ……………… 18,936 千円

繰延税金資産の認識は、将来の事業計画に基づく課税所得の発生時期及び金額によって見積
もられております。当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動などによって影響を受ける
可能性があり、実際に発生した課税所得の時期及び金額が見積りと異なった場合、翌事業年
度の計算書類において、繰延税金資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。

5 直近の２事業年度における財産の状況に関する事項直近の２事業年度における財産の状況に関する事項

3. 貸借対照表に関する注記

（1） 有形固定資産の減価償却累計額 ……………… 14,425 千円

（2） 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
短期金銭債権 ………………………………… 141,359 千円
短期金銭債務 …………………………………… 13,335 千円

② 無形固定資産 ………………… 定額法
なお、ソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によってお
ります。
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5 直近の２事業年度における財産の状況に関する事項直近の２事業年度における財産の状況に関する事項

4. 損益計算書に関する注記

（1）関係会社との取引高 
営業取引による取引高
　諸手数料及び集金費………………………… 736,630千円

（3） 当期末における支払備金及び責任準備金の内訳は次のとおりです。
［支払備金］

普通支払備金（出再支払備金控除前）　　　　 113,588千円

同上にかかる出再支払備金　　　　　　　　　107,483千円

差引 (イ )　　　　　　　　　　　　　　　　　  6,105 千円

ＩＢＮＲ備金（出再ＩＢＮＲ支払備金控除前） 　 48,326 千円

同上にかかる出再支払備金　　　　　　　　　 45,729 千円

差引 (ロ)                                 　 　　　　2,597千円

その他返戻金備金（出再返戻金備金控除前）　   23,074千円

同上にかかる出再返戻備金              　　     21,394千円

差引 (ハ)　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,679 千円

計 (イ )＋(ロ )＋(ハ)　　　　　　　　　　　  10,382 千円

［責任準備金］

普通責任準備金（初年度収支残）        　　   680,971千円

異常危険準備金　　　　　　　　　　　      658,623千円

計　　　　　　　　　　  　　　　　　  　 1,339,595 千円
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（2）収益及び費用に関する事項
正味収入保険料…………………………………………112,804千円
正味支払保険金………………………………………… 20,556千円
支払備金繰入額 (△は支払備金戻入額 )の内訳は次の通りです。
普通支払備金 (出再支払備金控除前 )　 　　　　　△18,721千円
同上にかかる出再支払備金　　　　　   　　　　　△15,377千円

差引 (イ )　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△3,343千円
ＩＢＮＲ備金 (出再ＩＢＮＲ支払備金控除前 )　　　△26,947千円
同上にかかる出再支払備金　　　　　　　　　　　△24,169 千円

差引 (ロ)                                 　　　　　　 △2,778千円
その他返戻金備金（出再返戻金備金控除前）　　　　△14,146 千円
同上にかかる出再返戻備金              　　　　　  △14,505 千円

差引 (ハ)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   358千円

計 (イ )＋(ロ )＋(ハ)　　　　　　　　　　　　 　　 △5,763千円
責任準備金繰入額 (△は責任準備金戻入額 )の内訳は次の通りです。
普通責任準備金（初年度収支残）          　　　　  △41,389 千円　　　　　　　　　
異常危険準備金　　　　　　　　　　　　　　　　             0 円

計　　　　　　　　　　  　　　　　　    　　　  △41,389 千円
利息及び配当金収入の資産源泉別内訳
(a) 国債 ……………………………………………………… 415千円
(b) 預金…………………………………………………… 1,272 千円

①
②
③

④

⑤

5. 株主資本等変動計算書に関する注記

（1）発行済株式総数……………………………………… 10,000株

（2）配当に関する事項
 ① 配当金支払額

 ② 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力が翌事業年度となるもの

2025年
6月 27日
定時株主総会

決　議 株式の種類

普通株式

配当金の
総額

120,000
千円

配当の原資

利益剰余金

1株当たり
の配当額

12,000円

基準日

2025年
3月 31日

効力発生日

2025年
6月 27日

2024年
6月 24日
定時株主総会

決　議 株式の種類

普通株式

配当金の
総額

120,000
千円

配当の原資

利益剰余金

1株当たり
の配当額

12,000円

基準日

2024年
3月 31日

効力発生日

2024年
6月 28日
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（単位：千円）

（2）金融商品の時価等に関する事項
2025年 3月 31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、
次のとおりであります。

（1） 現金及び預貯金
（2） 有価証券
　　満期保有目的の債券
（3） 代理店貸
（4） 供託金
　　満期保有目的の債券
（5） 外国再保険貸
（6） 外国再保険借
（7） 未払金
（8） 未払法人税等

差額時価貸借対照表計上額

－

△6,487
－

△6,340
－
－
－
－

1,973,654

300,477
199,718

200,520
      88,233
(117,215)
(135,295)
(15,542)

1,973,654

293,990
199,718

194,180
　88,233
(117,215)
(135,295)
(15,542)

7. 金融商品に関する注記

（1）金融商品の状況に関する事項
当社は、資金運用については短期的な預金等及び国債に限定しております。

6. 税効果会計に関する注記

繰延税金資産の発生の主な原因別内訳
繰延税金資産
　異常危険準備金 185,053千円
　普通責任準備金 155,464千円
　退職給付引当金 8,450千円
　未払賞与 9,960千円
　その他 771千円
繰延税金資産小計 359,640千円
　評価性引当額 △340,703千円
繰延税金資産合計 18,936千円
繰延税金負債                                0 円
繰延税金資産の総額 18,936千円
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9.１株当たり情報に関する注記

（1） １株当たり純資産額 ………………………128,042円 13銭

（2） １株当たり当期純利益 …………………… 12,701円 69銭

8. 関連当事者との取引に関する注記

（単位：千円）

親会社

属　性

株式会社
レオパレス21

会社名

直接
100％

議決権の
被所有割合

当社商品
の販売

関連当事者
との関係

代理店
手数料

取引内容
（注）

736,630

取引金額

代理店貸

科　目

141,359

期末残高

（注）　取引条件は、市場実勢を勘案し、交渉の上で決定しています。

（単位：千円）

時価が貸借対照表
計上額を超えないもの

国債

合計

小計

種類

300,477

貸借対照表
計上額

293,990

時価

△6,487

300,477

300,477

293,990

293,990

△6,487

△6,487

差額

（1）現金及び預貯金は、期間に基づく区分ごとに、新規に預け入れた場合に想定される金
利で割り引いた現在価値を算定しております。ただし、現金、満期の定めのない預貯
金及び満期の定めのある短期の預貯金については、時価は帳簿価額と近似している
ことから当該帳簿価額によっております。

（2）有価証券及び（4）供託金のうち満期保有目的の債券は、市場価格によっております。
（3）代理店貸、並びに (5) 外国再保険貸 (6) 外国再保険借 (7) 未払金（8）未払法人税等

は、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額
によっております。

（注） 1. 負債に計上されているものについては、（　）で示しております。
2. 金融商品の時価の算定方法

１0. その他の注記

金額単位は、千円未満を切り捨てています。

（3）有価証券及び投資有価証券 （単位：千円）

（単位：千円）



※ソルベンシー・マージン比率とは、巨大災害発生などの「通常の予測を超える危険」（上表 (B)）に対す
る「保険会社が保有する支払余力」（上表 (A)）の割合を示す指標として、保険業法に基づき計算される
ものです。

（2） 保険金等の支払能力の充実の状況（ソルベンシー・マージン比率）

（単位：千円）

21

2024 年度

（A） ソルベンシー・マージン総額
 ① 純資産の部合計（社外流出予定額、評価・換算差額等
　　　 及び繰延資産を除く。）
 ② 価額変動準備金
 ③ 異常危険準備金
 ④ 一般貸倒引当金
 ⑤ その他有価証券の評価差額（税効果控除前）
 ⑥ 土地含み損益
 ⑦ 契約者配当準備金
 ⑧ 将来利益
 ⑨ 税効果相当額
 ⑩ 負債性資本調達手段等
  告示（第14号）第２条 第３項 第５号 イに掲げるもの
  告示（第14号）第２条 第３項 第５号 ロに掲げるもの
 ⑪ 控除項目（－）
（B） リスクの合計額　   ［R1²+R2²］+R3+R4
 保険リスク相当額
  R1 一般保険リスク相当額
  R4 巨大災害リスク相当額
 R2 資産運用リスク相当額
  価額変動等リスク相当額
  信用リスク相当額
  子会社等リスク相当額
  再保険リスク相当額
  再保険回収リスク相当額
 R3 経営管理リスク相当額
（C） ソルベンシー・マージン比率［（A）/｛（B）×（1/2）｝］×100

1,819,597

1,160,421

－
658,623

－
－
－
－
－

552
－
－
－
－

86,955
31,506
13,311
18,195
65,480
2,005
19,662

－
42,930
882

1,939
4,185.1%



あすか少額短期保険の現状 2025

東京都中野区新井1-8-8 レオパレス中野ビル 7F
TEL: 03-6687-3583　URL：https://www.asuka-ssi.co.jp

2025年7月発行


